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ご協力のお願い
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開催報告用に

動画・写真の撮影をします！

※広報への利用可否についてはアンケートでご回答をお願いします



今日の参加者の特徴
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ChatGPTなどに使い慣れている方が多い
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支援者が生成AIを活用することも強く推奨
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本日の流れ
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【オープニング】13:00〜13:30

● パパゲーノ / AI活用の事例

● チーム分け

【AI福祉ハッカソン ワークショップ】13:30〜16:00

● 自己紹介（30分）

● グループワーク（90分）

● 発表会（30分）

【交流会・懇親会】16:30〜（事前参加登録者のみ）

● 16:30〜：用賀の近くのお店で懇親会

a. 会場も16:30完全撤収のご協力をお願いします！



ファシリテーター
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ちばまき

#料理🍳 #推し活💜
#自分らしく生きる

#双極症の当事者

やすまさ

#起業家 #書籍出版

#GLAY #メンタルヘルス

#自殺予防 #生成AI

リン

#基本情報技術者

#Web制作 

#リカバリー



パパゲーノとは
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はじまりは、1冊の絵本制作

9※佐賀県にお住まいのかけるんさんと実施した、統合失調症当事者としての体験談を絵本にするプロジェクトからパパゲーノの挑戦ははじまりました。

佐賀にお住まいで統合失調症をお持ちで閉鎖病棟へ

の入院も7,8回経験しているかけるんさん。彼は福祉

施設で農作業やダンボール折り作業をしてきた。

「パソコンを使った仕事がしたい」と想いながら

も、家の近くにIT系の事業所がなかったという。

また、福祉施設のスタッフからは希望と異なる工場

勤務の求人を勧められ、残念だったという。

パパゲーノとの絵本制作を通じて、クラウドサイン

での電子契約、Discordでのチャットやビデオ通話、

Canvaでのデザイン、MetaMaskやOpenSeaでのNFT

発行を実践いただいた。その後もITツールを活用し

て精力的に挑戦している。

なぜ今の福祉は工場への就労を勧め、かけるんさん

らしい生き方を応援できなかったのか。その疑問か

ら、パパゲーノの物語は、はじまりました。
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 現 場 の 支 援 者 を、

 A I が 支 援 す る。

AI支援さんは、支援現場の声を聞いて生まれた、

最先端のAIを活用した支援記録アプリです。

日々の記録をテキストや「音声」で取得することで、

書類をワンクリックで作成することができます。

管理情報

利用者
情報

書類
テンプレ

支援情報

テキスト
データ

録音
データ

文字起こし&要約

録音データを、
AIが文字起こし&要約

書類作成

必要な書類を、
ワンクリックでAIが生成

AI チャットBOT

AIに質問すると、
必要な情報や助言を得られる
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当事者と共に、インクルーシブなDXで福祉の未来を創る
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就労継続支援B型の制度を活用して

障害により「働けない」とされている方々と共に

日本の障害福祉のDXを推進し

支援の受益者（障害者）と共に良い支援を広めていく



ぜひnoteやYouTubeを見てみてください！
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パパゲーノ Work & Recovery
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パパゲーノ Work & Recovery とは？

企業のDXに関する仕事をする就労継続支援B型事業所（定員20名）

● 京王線 八幡山駅から徒歩5分

● 精神障害・発達障害のある方が主な対象

● パソコンを使ったデスクワークのB型

● 都立松沢病院（日本一大きな精神科病院）の

近くで、主治医が松沢病院の方も多い



2023年9月1日に指定取得
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社外秘 Confidential



1年で約200名から利用希望のお問い合わせ
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デスクワークのできるB型事業所が非常に少なく、強いニーズがある





利用者の声（月次のNPS回収・累計値）

21

利用者のNPS



パパゲーノ Work & Recovery をおすすめする理由

● パソコンを使って黙々と出来る事業所はなかなか他にないと思う。

● パソコン関係の仕事に就きたい人ならば、ここの作業所は適切だと思われま

す。仕事内容も事務作業やデータ入力など、今後企業で働くビジョンが見え

ている方には覚えていて損はない仕事です。

● 「事務職を募集してる障害者求人」があるにも関わらず、「事務作業ができ

るB型事業所」というのはやはり少ないので、そこを埋められるのはとても

強みだなと感じております。

● スタッフさんも、仕事や体調に関して密に連携を取ってくださるので、安心

して仕事ができます。

● Macを使い最新のIT（ChatGPTなど）に触れつつ仕事ができるから。

● 作業所の空間が広くて作業に集中しやすい。



DiscordにAPIを繋いで「AI支援員」を作成
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DiscordにAPIを繋いで「AI支援員」を運用
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AI支援員に対する利用者の感想
仕事上の質問や疑問は人間に対しては「何度も質問している

と迷惑じゃないのか？」や同僚との人間関係といった問題で

聞きづらい環境というのはどうしても出てきます。

それがBOTによって気軽に聞ける環境があり解決しているの

が素晴らしいと思いました、回答もしっかりしていて作業の

教え方が聞く相手によって変わるといったトラブルが起きに

くそうなのも良いと感じました。

自分の能力不足や対人関係に長年苦しんだ私としては「そう

いった欠陥をツールで補えるのではないか？」といった可能

性を見せてくれただけでも来てよかったなと思いますし、私

以外にも悩んでいる方がいたら一度パパゲーノでの体験をお

勧めしてみたいなと思えた1か月でした。



プレスリリース校閲や記事執筆の補助AIをGPTs（マイGPT）で作成
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業務でわからないことがあった際に質問をすると
ChatGPTが答えてくれる

利用者さん側のメリット

● 話しかけるのが苦手…

● 同じことを何度も聞いても

いいのかな

● 話せるスタッフが少ない

スタッフ側のメリット

● 職業指導よりも個別面談に

リソースがさける



Web制作業務へのChatGPTの活用
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YouTubeの対談動画を文字起こし→記事作成
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模擬面接・話し相手になってもらう・SST
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就職活動の面接の練習をしたいです。

あなたは株式会社パパゲーノの採用担当です。

福祉施設の現場で働く支援員の求人の面接官として、

面接相手として質問してきてもらえる？



アサーションにAIを活用
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社会資源としてのAI活用（就労困難な方の可能性拡張）
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● 確認不安が強く何度も質問を繰り返しやすい方がAIで疑問を解消し活躍

● 不動産業界の知識が全くない方が不動産会社向けのメルマガを作成

● 文章読解が苦手な方が企業の書いた記事に改善提案

● 世田谷線の電車広告をデザイン

● プログラミング初学者の方がAI相談アプリを自分で開発

● イラストが得意でない方が画像生成AIを用いてオリジナル絵本を制作

● 好きな音楽を紹介するWEBサイトを制作

● 場面緘黙の漫画を制作しWebサイトで発信

● AIにサポートしてもらいながら自助会を立ち上げて運営



精神疾患当事者のAI活用事例も公開しています！

31

解離性同一性障害・発達障害の特性をAIで補

いWebデザインの仕事をする【パパゲーノ 

Work & Recovery みあさん】

AIに対する援助要請力を高めて、障害があっ

ても自分らしく生きる【パパゲーノ Work & 

Recovery ふきさん】

https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno.co.jp/fuki/
https://papageno.co.jp/fuki/
https://papageno.co.jp/fuki/


2025年3月に書籍出版！
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【無料・定員20名】生成AIで広がる支援の可能性〜パパゲーノの

実践事例〜

https://papageno.co.jp/mia/
https://papageno-20250224.peatix.com/
https://papageno-20250224.peatix.com/


AIのポジティブな側面
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● 業務の効率化（生産性を10倍にする）：

○ 書類作成やデータ入力、分析の時間がなくなる。

○ 対話やケースマネジメントに時間を使える。（人間ならではの仕事）

● 支援の選択肢拡張/アクセシビリティ向上（社会資源としてのAI）：

○ 「脳の機能障害」をAIが補填することで人間の可能性を拡張できる。

○ 合理的配慮やセルフケアを拡張できる。

● より的確なアセスメントと提案（意思決定支援）：

○ ニーズをより正確に把握し支援方針を提案できる。

● スーパーバイズ：

○ AIによる支援方針の叩き台やフィードバックを活用できる。



ChatGPTなどのAI（LLM）は81.8%が使っていない



ワークショップ
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本日の流れ
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【オープニング】13:00〜13:30

● パパゲーノ / AI活用の事例

● チーム分け

【AI福祉ハッカソン ワークショップ】13:30〜16:00

● 自己紹介（30分）

● グループワーク（90分）

● 発表会（30分）

【交流会・懇親会】16:30〜（事前参加登録者のみ）

● 16:30〜：用賀の近くのお店で懇親会

a. 会場も16:30完全撤収のご協力をお願いします！



自己紹介タイム
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● 名前（呼ばれたい名前でOK！）

● 普段どんな仕事や活動をしているか？

● なぜ参加しようと思ったか？

など1人1分程度でお願いします😀



開発テーマ（制作時間：14:00〜15:30）　4人×5チームくらいのイメージ
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カテゴリ 開発テーマ

1.業務マニュアル マイGPTで業務サポートAIを作ってみよう！

2.支援記録 NotebookLMで会議や面談の記録→データ活用の仕組みを活用してみよう！

3.AI相談BOT ChatGPTとGASでAI相談サービスを作ってみよう！
（※OpenAIのAPI利用に若干費用がかかります）

4.企業向け事業開発 パパゲーノに売れるサービスを企画してLPを作ってみよう！

5.個人向け事業開発 千葉さんに使ってもらえるサービスを企画してLPを作ってみよう！

参考：前回のアイデアソン
● 波があってもコンスタントに使えるバーチャル相談相手。会話量から波を測る→翌日の行動を提案
● グループホームが「お金管理のアプリ」を導入し、それを元に利用者を管理する（感情とともに記録し、利用者の行動を観察）
● AIを活用した「利用者エンゲージメントサーベイ x チャット相談」ツール



①マイGPT
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ChatGPTの右上のアイコンからマイGPTを作成

学習させるPDFファイル等を用意する

https://chatgpt.com/

https://chatgpt.com/


②NotebookLM（AI支援さんと近いことが無料である程度できる）
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Googleアカウントがあれば無料でNotebookLMは使える

https://notebooklm.google/

https://notebooklm.google/


③AI相談BOT
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Googleフォーム＋GAS+OpenAIのAPIを使ってAI相談BOTを開発する

https://ai-fukushi.net/ai-consultation/

https://ai-fukushi.net/ai-consultation/
https://ai-fukushi.net/ai-consultation/


④⑤5分間のピッチプレゼンを作る
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● パパゲーノやすまさor千葉に売れるサービスを作る

○ 2人に対して自由にヒアリングしてください！

● 必須でアウトプットしてほしいこと

○ サービスのLPは最低限アウトプットする

■ html/css/画像ファイルで作成

○ 技術要件（どんなAIの技術を組み合わせるか？）を決める

● 時間に余裕があれば、プロトタイプも作ってみる



④⑤LPの作り方
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● VS Codeをインストール

● ChatGPTにhtmlを書いてもらう

● 画像ファイルを作る

○ AIで画像生成すること推奨

○ Canvaなどで作ってもOK

● 右のファイル構造に整理する

● ブラウザでhtmlを開く

【ファイル構造】

● index.html

● style.css（なくてもOK）

● img

○ 画像a

○ 画像b

○ 画像c



④⑤LPの作り方（画像なしだとこんな感じになる）
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④⑤OpenAIのAPIでできること
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API名 概要 主な用途

Chat Completions API 対話形式のテキスト生成。 チャットボット、対話型アプリケーション。

Realtime API 低遅延のマルチモーダル処理。 リアルタイム音声対話、ライブ翻訳。

Responses API エージェント構築のための新しいAPI。 複雑なタスクを実行するAIエージェント。

DALL·E API テキストからの画像生成。 デザイン提案、ビジュアルコンテンツ作成。

Whisper API 音声からの文字起こし。 議事録作成、音声コマンド解析。

Text-to-Speech API テキストからの音声合成。 読み上げ機能、音声アシスタント。

Embeddings API テキストのベクトル変換。 類似度検索、レコメンデーション。

Moderation API コンテンツの安全性評価。 SNS投稿の監視、チャットのフィルタリング。



ご協力のお願い🙇
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アンケートのご回答をお願いします！



「生きててよかった」と誰もが実感できる社会へ  



Appendix
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課題設定（10分）
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1. テーマに関する課題のブレスト

2. 課題の深掘り

3. 解決したい課題の設定「誰の/どんな困りごとか？」



アイデアづくり（30分）
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アウトプットのイメージ

● スライド1枚にアイデアをまとめる！

● 「〇〇のような課題を△△を使って解決したい！」



福祉サービス
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対人関係・恋愛・結婚
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● 双極性障害
○ 体調の凹凸
○ 自分の症状を理解しているか

■ 状態の客観視、セルフモニタリング
● 再婚への希望、対人関係の改善
● デジタルからヒューマンへの移行
● 波があってもコンスタントに使える

○ そんなバーチャル相談相手
○ 会話量から波を測る→翌日の行動を提案

● 音声を記録
○ 失敗した会話を判定

● 心を許す感覚
● 波長が合う人をリコメンド、マッチング

○ 正負の相乗効果はある
● アレクサみたいなデバイスを普及させるには

○ アレクサスキルを使う



仕事・就労
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価値

● AIであるため、”人”より経験値がある

● AIだからこそ相談できる（田畑さんはそんな気がする）

解決策 - キャリアコーチ

● 目標及びそれに到達するまでのステップの提示

● 似たような性格の人は？

仕事・就労

課題ブレスト

● 目指すプログラマーが具体化されていない

● デイケアがこの人にとって正しいのか（好きなことができる場所ではない）
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家族・家庭
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福祉サービス
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課題
● 自己管理ができてない（お金、タバコなど）
● 目標がなくその日のことしか考えず、お金を消費している

↓
● グループホームが最低限の機能しかしていない →一人で孤立してる！

○ 責任者がやる気がない
○ 管理者間のコミュニケーションできていない
○ 管理体制のスキルが低い
○ 利用者の状況把握をしていない
○ 利用者同士のコミュニケーションができていない
○ 同じ病気の人の生き方の情報や繋がり方がない
○ 人員不足

解決策
● グループホームが「お金管理のアプリ」を導入し、それを元に利用者を管理する

○ 利用者の入力
■ 収入・支出の記録
■ 感情の記録

○ AIからの出力
■ 感情に対するフィードバック



ピアサポート・自助会
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身体

家族・家庭
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課題
● 自分の感情との付き合い方を知らない（経験不足）

○ 特に負の感情、怒りの感情との付き合い方を知らない
■ そのため、怒りを他者にぶつけてしまう

● それによって、仕事が長続きしない
○ 本当は、長続きできる仕事場を見つけたい

↓
ソリューション
● まずは、喧嘩をしないように、6秒待つトレーニングを行う

○ 怒りが芽生えていることを認知する必要がある
■ ウェアラブルデバイスを用いて感情を測定・可視化をする

● どういう時に怒りが発生するか、逆に怒りがおさまるか
脳波と心拍数のパターンを蓄積し、AIが学習。

● AIは怒り発生前に、バイブレーションで通知
(本人にだけ伝わるように...)リラックス法を提案してくれる

心



対人関係・恋愛・結婚
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ピアサポート・自助会
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アンケート・質問

回答・相談

サマリー・解決策

AIを活用した「従業員エンゲージメントサーベイ x チャット相談」ツール


